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ineRobo株式会社設立のお知らせ

小規模農業を続けられる仕組みづくりを目指す

概要

株式会社Revitalize代表取締役兼CEOの片桐豪志と、VoyageBright合同会社（代表社員：釘宮航）が共
同で、中山間地域の稲作を維持するために、ロボティクス技術を活用した革新的なソリューションを提

供するスタートアップ「ineRobo株式会社」（本社：福岡県宗像市、代表取締役：片桐豪志）を、2025
年10月に設立しました。

設立の背景

日本をはじめとする先進国では、農業従事者の高齢化と後継者不足が深刻な課題となっています。特に
小規模農家においては、人的・資金的リソースの制約から、持続可能な生産体制の構築が困難な状況が

続いています。



ineRoboはこの課題に対し、「小さな農業にこそ、最先端技術を」という理念のもと、現場に寄り添っ
たロボットソリューションを開発・提供してまいります。

事業内容

ineRoboでは、以下の領域において事業を展開予定です。

1. 農作業支援ロボットの開発・販売
農業従事者の高齢化や年々暑さが厳しくなるなかでも必要な農作業に対応すべく、中山間農地の担

い手が減っていく中で、プロ農家のような熟練者でなくても農業生産ができるロボットを開発し、サ
ービスとして実装する。

2. 水田運営プラットフォームの運営
日本全国から耕作放棄地情報を収集し、日本全国から水田を運営したい人を募集し、それらを結び
付けて水田を運営し、収穫した米を卸して自家用米も確保する水田運営プラットフォームを提供す

る。

（既に、現在西日本エリアにおいて、ロボット稲作プラットフォーム構築を準備中）

3. 農業データの収集・解析サービス
中山間地域の圃場に毎日行かなくても生育状況等が把握できるロボットやセンシング技術を活用し、
収集した環境・作物データをもとに収量予測や病害リスクを可視化することで、科学的根拠に基づく

意思決定を可能にします。

4. 地域連携型の導入支援プログラム
地方自治体や地元農業関係者等と連携した導入支援・教育・メンテナンス体制を構築することで、地

域の持続可能な農業モデルの形成と、都会の農業関心層の連携に貢献します。

代表者メッセージ

「ineRoboは、単なるテクノロジー企業ではありません。私たちは、日本の様々な業界の課題の根本原
因の一つである『小規模分散の所有構造』をテクノロジーとビジネスモデルで変革します。まずはコメ

作りから始めますが、いずれは他の作物や他の一次産業にも進出し、社会に貢献する想定でおりま

す。」

──片桐豪志（代表取締役CEO）

今後の展望

2026年春には、テストユーザーの方々を対象に、複数の圃場で水田の運営サービスをパイロット実施
します。徐々に規模を拡大し、将来的には、アジア圏の小規模農業市場への展開も視野に入れていま

す。



ineRoboでは、こうした事業を通じてイノベーションを日本全国で推進し、日本の持続可能な社会を構
築していく志ある仲間を募集中です。ご参画や連携のご希望がありましたらご連絡ください。

本件についてのお問い合わせ先

ineRobo株式会社 広報部

Email：contact@inerobo.jp

Web：https://www.inerobo.jp

ineRobo株式会社のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/172474
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